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第3次総合計面

特集号

お知らせします

2
1
世
紀
を
展
望
し
た
長
期
計
画

宇治市第3次総合計画を策定しましたのでお知らせ

します。

これは、総合計画審議会（谷岡武雄委員長、20人）

で、慎重に審議していただいたもので、去る3月市議

会で承認されました。市では今後、この計画を具体化

させた実施計画に沿って施策を進めていきます。

総
合
計
画
と
は
？

「
総
合
計
画
」
と
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
計
画
で
す
。

行
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
わ
た
る
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
長
期
的

な
目
標
と
方
針
を
定
め
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
総
合
的
な
計
画
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
「
総
合
計
画
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
新
た

方
向
を
示
し
た
「
基
本
構
想
」

と
、
こ
の
構
想
を
進
め
る
た
め

今
後
1
0
年
間
の
行
政
運
営
の
指
針
に

宇治市長

池本正夫

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
た
現
在
、
社
会
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
本
市
を
取
り
巻
く
南
山

城
地
域
は
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
建
設
が

進
み
、
ま
た
、
新
し
い
国
土
軸
と
な
る
第
二
名
神

高
速
道
路
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
急
速
に
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

第
二
次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
。
ニ
ト
ー
世
紀
を
展
望
し
、
二
〇
〇
〇
年
を

【
標
年
次
と
し
た
「
第
三
次
総
合
計
画
」
を
、
新

た
に
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
十

年
間
を
、
二
十
世
紀
の
集
大
成
の
期
間
で
あ
る
と

同
時
に
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
準
備

期
間
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
十

基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
2
・
3
面
、
上
地
利
用
計
画
を
4
面
に
掲
截

の
計
画
で
あ
る
「
基
本
計
画
」

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
基
本
計
画
」
を
着
実
に
行
う

た
め
の
「
実
施
計
画
」
を
別
に

作
成
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
第
三
次
総
合
計
画

市
で
は
、
昭
和
五
十
年
と
昭
行
政
圏
計
画
も
改
定
さ
れ
た

和
六
十
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
十
年
こ
と

後
を
展
望
し
た
、
第
一
次
と
第

二
次
の
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
第
二
次
総
合
計
画

が
作
成
さ
れ
た
昭
和
六
十
年
以

な
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
、
個
降
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は

性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
次
の
①
～
⑤
に
示
す
よ
う
に
、

を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
予
想
を
上
回
っ
て
急
激
に
変
化
。

な
い
今
‐
、
そ
の
必
要
性
は
ま
こ
の
た
め
、
そ
れ
ら
に
適
切
に

す
ま
す
大
冬
ツ
ヘ
な
っ
て
い
ま
す
。
対
処
で
き
る
よ
う
第
二
次
総
合

こ
の
「
総
合
計
画
」
は
、
将
計
画
を
見
直
し
、
新
た
に
、
二

来
の
都
市
像
を
中
心
に
施
策
の
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
第
三
次

総
合
計
画
を
作
成
し
た
も
の
で

三
項
目
に
わ
た
る
重
点
的
課
題
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
目
標
と
計
画
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
四
年
に
は
新
庁
舎
が
完
成
す
る
予

定
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
を
目
標
に
し
た
市
政
推

進
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
、
ハ
ー
ド
ー
ソ
フ
ト

の
両
面
で
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
総
合
計
画
を
行
政
運
営

の
指
針
と
し
て
、
府
南
部
の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
「
み
ど
り
ゆ
た
か

な
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」
の
実
現

に
向
け
て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
・

す
。

①
「
国
際
化
」
「
高
度
情
報
化
」

「
高
齢
化
」
な
ど
の
言
葉
に

代
表
さ
れ
る
社
会
構
造
の
転

換
に
対
応
す
る
、
新
た
な
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

②
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画

や
第
四
次
京
都
府
総
合
開
発

計
画
が
策
定
さ
れ
、
ま
た
、

本
市
も
そ
の
圏
域
に
含
ま
れ

て
い
る
京
都
南
部
都
市
広
域

③
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
や

洛
南
新
都
市
の
建
設
な
ど
の

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

み
、
本
市
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と

④
一
ふ
滋
バ
イ
パ
ス
や
京
奈
道
路

な
ど
の
幹
線
道
路
の
整
備
、

近
鉄
と
地
下
鉄
の
相
互
乗
り

入
れ
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
輸
送

Ｉ
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
（
仮
）
六
地

蔵
駅
付
近
を
走
る
電
車

力
の
ア
ッ
プ
な
ど
交
通
網
の

整
備
に
伴
っ
て
、
土
地
の
利

用
形
態
も
大
き
く
変
わ
る
可

能
性
が
出
て
き
た
こ
と

⑤
市
民
の
生
活
の
範
囲
が
他
市

町
村
に
ま
で
広
が
り
．
そ
れ

に
対
応
し
た
広
域
的
な
行
政

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

総
合
計
画
の
概
要

こ
の
計
画
は
西
暦
二
〇
〇
〇

年
（
平
成
十
二
年
）
を
目
標
と

し
た
も
の
で
、
十
年
間
に
行
政

と
し
て
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
ど
、
そ
の

解
決
の
方
策
を
示
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
都
市
像
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住

み
た
い
、
住
ん
で
ょ
か
っ
た
都

市
」
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
追

求
し
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現
と
快
適
な

市
民
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
。
特
に
土
地
利
用
に
つ

い
て
、
行
政
と
し
て
指
導
的
役

割
が
果
た
せ
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
詳
細
な
構
想
と
計
画

を
立
て
た
こ
と
が
、
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1277

第３次総合計画

8
月
か
ら
企
画
課
で
配
布
し
ま
す

総
合
計
画
概
要
版
〔
Ａ
4
版
3
8
ペ
ー
ジ
〕
無
料

第
一
次
実
施
計
画
書
〔
Ａ
4
版
6
0
ペ
ー
ジ
〕
3
0
0
円

総
合
計
画
書
〔
Ａ
4
版
2
0
0
ペ
ー
ジ
〕
1
5
0
0
円

問い合わせは

企画課（内線236）へ

号外



欠だより

基本構造
都
市
像

「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住
み
た

い
、
住
ん
で
ょ
か
っ
た
都
市
」

の
実
現
を
目
標
に
、
「
市
民
が

っ
く
る
緑
と
水
の
都
市
」
、
「
健

康
で
ゆ
た
か
な
く
ら
し
を
め
ざ

す
都
市
」
、
「
歴
史
に
か
お
る
文

化
創
造
の
都
市
」
を
三
本
の
柱

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
第
三
次
総
合
計

画
で
は
、
「
都
市
産
業
の
発
展
を

図
る
」
と
い
う
内
容
を
新
た
に

加
え
て
い
ま
す
。

目
標
年
次

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）

施策の基本的方向を明らかにしたものです

将
来
人
口

二
〇
〇
〇
年
で
二
十
万
人

刀
］
世
紀
に
向
け
た

重
点
的
課
題

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、

第
三
次
総
合
計
画
の
中
で
は
、

特
に
重
点
的
に
整
備
を
図
っ
て

い
く
べ
き
、
十
三
の
課
題
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

醸
成
と
住
民
自
治
の
推
進

2
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

3
国
際
化
社
会
へ
の
対
応

4
産
業
振
興
と
観
光
の
活
性

化

．
Ｊ
Ｉ
‐
’
．

5
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と

福
祉
の
充
実

6
生
涯
学
習
の
推
進

7
文
化
行
政
の
推
進

8
都
市
基
盤
施
設
の
整
備

9
緑
と
う
る
お
い
の
あ
る
環

境
づ
く
り
の
推
進

1
0
都
市
再
開
発
の
推
進

Ｈ
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対

応
1
2
行
政
の
ソ
フ
ト
化
の
推
進

1
3
広
域
行
政
の
推
進

施
策
の
大
綱

基
本
計
画
の
実
現
を
図
る
た

め
、
七
つ
の
基
本
施
策
を
定
め

て
い
ま
す
。

1
人
間
性
ゆ
た
か
で
平
和
な

社
会
を
め
ざ
し
て

2
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
振

興
を
め
ざ
し
て

3
健
康
で
ゆ
た
か
な
く
ら
し

を
め
ざ
し
て

4
歴
史
か
お
る
文
化
の
創
造

と
生
涯
学
習
の
推
進
を
め
ざ

し
て

5
緑
と
う
る
お
い
の
あ
る
環

境
を
め
ざ
し
て

6
安
全
で
住
み
よ
い
く
ら
し

の
場
を
め
ざ
し
て

7
快
適
で
便
利
な
都
市
を
め

ざ
し
て

土
地
利
用
構
想

土
地
利
用
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
言
え
る
も
の
で
、
地
域
の

特
色
を
生
か
す
と
同
時
に
、
全

体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

土
地
利
用
を
図
る
も
の
で
す
。

そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

ら
。
。
ズ
屯
．
ｉ

基本

計画

こ
の
構
想
は
、
京
都
府
南
部

の
中
核
都
市
と
し
て
の
機
能
や
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
個
性
あ
る

都
市
を
形
成
す
る
た
め
の
、
土

地
利
用
を
目
標
と
し
た
も
の
。

宇
治
市
は
、
土
地
条
件
や
歴

史
的
な
発
展
過
程
か
ら
、
い
く

7）「施策の大綱」を受けて

随策を示したもの。さらに、

計画を実現していくための

ｉ」も作成しています。

つ
か
の
独
自
性
を
持
っ
た
地
域

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
地

域
の
独
自
性
を
ま
ち
づ
く
り
の

出
発
点
と
し
て
、
良
い
面
を
伸

ば
し
な
が
ら
、
都
市
と
し
て
の

地
域
に
よ
る
都
市
空
間
の
構
成

會
健康でゆたかな暮らしをめざして
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ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進
と
関

係
団
体
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

②
保
健
衛
生
・
医
療
活
動

母
子
保
健
対
策
、
成
人
・
老

人
保
健
対
策
、
予
防
対
策
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
献
血
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

㈲
社
会
保
障
制
度
の

ｔ
ｌ

一
体
性
を
組
み
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
構
想
で
は
、

現
在
の
地
域
特
性
と
将
来
へ
の

展
望
を
踏
ま
え
、
市
域
を
、
次

の
四
地
域
と
宇
治
川
ゾ
ー
ン

区
分
し
て
い
ま
す
。

①
都
市
中
枢
地
域

行
政
・
文
化
・
観
光
な
ど
の

中
心
と
し
て
、
宇
治
ら
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
歴
史
と
文
化
の
居
住
地
域

歴
史
と
文
化
の
織
り
込
ま
れ

た
、
良
質
な
住
宅
地
と
し
ま
す

③
広
域
的
都
市
機
能
地
域

産
業
の

集
積
さ
れ
る
、
複
合

＼―ｎ
土地利用構想図

几例

宇冶市の生活主岫

②
国
民
年
金

制
度
の
改
善
を
関
係
機
関
に

要
請
す
る
な
ど
、
充
実
運
営
に

努
め
ま
す
。

⑤
市
民
生
活
の
向
上

①
勤
労
者
生
活

雇
用
の
促
進
・
安
定
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
福
利
厚
生

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

的
機
能
区
域
と
し
ま
す
。
ま
た
、

市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
は
、

保
全
し
ま
す
。

④
山
間
自
然
地
域

自
然
環
境
の
保
全
を
基
本
に
、

定
住
人
口
の
増
加
、
地
場
産
業

の
育
成
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

5
緑
と
う
る
お
い
の
あ
る
環
境
を
め
ざ
し
て

剛
緑
と
う
る
お
い
の

あ
る
環
境
整
備

①
公
園
・
緑
地

七
も
に
、
拠
点
と
し
て
宇
治
市

植
物
公
園
内
に
緑
の
相
談
所
を

常
設
し
ま
す
。

③
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形

⑤
宇
治
川
ゾ
ー
ン

宇
治
川
を
軸
と
し
た
、
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
は
、
土
地
利

用
に
基
づ
き
、
「
都
市
中
心
ゾ

ー
ン
」
を
は
じ
め
、
「
歴
史
と

文
化
の
居
住
地
域
ゾ
ー
ン
」
、

「
自
然
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ソ

7快適で便利な都

市をめざし

て Ｉ
ン
」
、
「
高
度
な
都
市
機
能

を
有
す
る
ゾ
ー
ン
」
、
「
生
産

緑
地
ゾ
ー
ン
」
、
「
平
坦
部
住

宅
地
ゾ
ー
ン
」
、
「
新
し
い
住

宅
市
街
地
ゾ
ー
ン
」
、
「
お
茶

の
生
産
・
観
光
ゾ
ー
ン
」
、
「
水

と
緑
の
ゾ
ー
ン
」
な
ど
の
。
ゾ

ー
ン
構
成
を
し
て
い
ま
す
。

05001．0002．000ｖｙｖｓｆｔｊ口■＝（Ｍ）

久
保
の
四
拠
点
地
区
の
計
画
的

な
再
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

③
山
間
地
心
振
興

地
域
振
興
計
画
を
策
定
し
、

自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
な
が

ら
、
定
住
人
口
の
増
加
、
地
場

産
業
の
育
成
、
観
光
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

1278

土
地
利
用
構
想



宇治市ｊ

基
本
計
画

1間性ゆたかで平和な社会をめざして

剛
住
民
自
治
の
確
立

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
育
成

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
支

援
や
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

ぶ
基
本
的
人
権
の
尊
重

①
平
等
社
会
Ｇ
実
現

人
権
意
識
の
高
揚
や
関
連
法

制
度
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

③
同
和
対
策
の
推
進

①
同
和
対
策
の
推
進

生
活
環
境
、
福
祉
、
教
育
な

ど
の
総
合
的
な
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
啓
発
を
推
進
し
ま
す
（
4
）
男
女
平
等
と
共
同
参
加
社
会
の
促
進
①
男
女
平
等
と
共
同
参
加
社
会
ｓ
促
進
女
性
施
策
実
施
計
画
の
策
定
や
、
社
会
参
加
の
促
進
、
雇
用
、
母
性
保
護
な
ど
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

基本構想・

具体的なｌ

この基本

「実施計ｌ

（
5
）
国
際
化
社
会
へ
の
対
応
と
平
和
へ
の
貢
献
①
国
際
化
社
会
へ
心
対
応
友
好
都
市
提
携
や
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
な
ど
、
国
際
化
へ
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま

②す

平
和
へ
の
貢
献

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
」
の
精
神
を
踏
ま
え
。
平
和

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

2
活
力
あ
る
地
域
経
済
心

振
興
を
め
ざ
し
て

川
産
業
の
条
件
整
備

①
農
林
漁
業

農
林
業
に
つ
い
て
は
、
生
産

体
制
の
強
化
と
生
産
基
盤
の
整

備
に
よ
っ
て
、
そ
の
振
興
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
に
っ
い

て
は
、
河
川
種
苗
放
流
な
ど
に

よ
っ
て
振
興
を
図
り
ま
す
。

②
茶
業

近鉄大久保駅周辺再開発事業の完成予想図

生
産
体
制
の
強
化
、
生
産
基

盤
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
。

消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

③
工
業
中
小
企
業
経
営
の
近
代
化
や

生
産
基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
尤

ま
た
、
地
場
産
業
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

④
商
業
中
小
企
業
経
営
の
近
代
化
や

経
営
基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

②
観
光
の
振
興

①
観
光
観
光
基
盤
の
整
備
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
の
促
進
と
と
も
に
、

観
光
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

3健康

でゆた

かなく

らしを

めざし

て

剛
長
寿
社
会
へ
の
対
応

①
総
合
的
対
策

長
寿
社
会
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
総
合
的
推

進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

②
高
齢
者
福
祉

在
宅
サ
ー
ビ
ス
。
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
医
療
と
健
康
づ
く
り

老
人
医
療
対
策
と
老
人
保
健

対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

④
生
活
心
安
定
と
社
会
参
加

公
的
給
付
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
社
会
参
加
、
生
き

が
い
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
社
会
福
祉
の
増
進

①
地
域
福
祉

地
域
援
護
体
制
の
確
立
と
施

設
整
備
を
図
り
ま
す
。

②
児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉

乳
幼
児
保
育
対
策
や
留
守
家

庭
児
童
対
策
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
児
童
の
健
全
育
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
母
子
・

父
子
家
庭
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

③
ヽ
心
身
障
害
児
者
福
祉

療
育
体
制
の
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
。
生
活
対
策
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

④
低
所
得
者
福
祉

相
談
体
制
の
強
化
と
援
護
対

策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ぼ
健
康
づ
く
り
の
推
進

①
健
康
づ
く
り

皿
ｌ
ｄ
Ｆ
ｇ
ｌ
ｌ
Ｓ

①
国
民
健
康
保
険

国
保
運
営
安
定
化
計
画
に
基

づ
き
、
運
営
の
安
定
化
に
努
め

ま
す
。

②
消
費
生
活

消
費
者
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
保
護
体
制
の
充
実
、

情
報
収
集
体
制
の
確
立
に
努
め

ま
す
。

4
歴
史
か
お
る
文
化
の

創
造
と
生
涯
学
習
の

推
進
を
め
ざ
し
て

剛
生
涯
学
習
の
推
進

①
生
涯
学
習

生
涯
学
習
推
進
体
制
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。

②
学
校
教
育
の
発
展

①
幼
児
教
育

幼
稚
園
教
育
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
施
設
・
設
備
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

②
小
・
中
学
校
教
育

教
育
内
容
、
教
育
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
環

境
整
備
を
推
進
し
、
余
剰
教
室

の
多
様
な
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
（
仮
称
）
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す

圀
社
会
教
育
の
発
展

①
社
会
教
育

学
習
機
会
の
提
供
、
援
助
・

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施

設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
公
民
館

施
設
・
設
備
と
、
活
動
内
容
・

機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
青
少
年
健
全
育
成

青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
促

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施
設

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動

ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

ヨ
ン
活
動
の
拡
充
に
努
め
る
と

と
も
に
、
西
宇
治
地
域
へ
の
体

育
館
建
設
を
は
じ
め
と
す
る
施

設
の
整
備
・
拡
充
を
図
り
ま
す
。

㈲
伝
統
文
化
の
継
承
と

市
民
文
化
の
創
造
・
発
展

①
市
民
文
化
と
文
化
行
政

市
民
文
化
活
動
の
発
展
を
図

る
と
と
も
に
、
文
化
行
政
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
施
設

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

②
図
書
館

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

サ
ー
ビ
ス
網
の
整
備
を
図
り
ま

す
。
③
歴
史
資
料
館

教
育
普
及
活
動
の
推
進
と
歴

史
資
料
の
整
備
・
活
用
を
図
り

ま
す
。

④
文
化
財

文
化
財
の
調
査
・
資
料
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
保
護
・

保
存
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

一
己
Ｏ
Ｏ
年
の
公
園
整
備
目

標
を
市
民
一
人
当
た
旦
○
平

方
び
と
し
、
計
画
的
な
整
備
を

図
り
ま
す
。

②
緑
化
の
推
進

緑
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
に
緑
化
を
推
進
す
る
と

6安全で住みよい

くらしの場をめざして

剛
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
防
災
地
域
防
災
計
画
を
確
立
し
、

風
水
害
。
都
市
災
害
、
地
震
な

ど
の
防
災
対
策
に
総
合
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

②
消
防
・
救
急

消
防
力
の
充
実
・
強
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
予
防
対
策
、

救
急
救
助
体
制
の
確
立
を
図
り

ま
す
。

③
交
通
安
全

交
通
安
全
計
画
を
策
定
し
、

交
通
事
故
の
防
止
や
交
通
安
全

意
識
の
普
及
、
被
害
者
の
救
済

に
努
め
ま
す
。

④
公
害
対
策

監
視
測
定
体
制
の
強
化
や
公

害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

成都
市
景
観
形
成
計
画
を
策
定

し
、
景
観
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

④
自
然
環
境
心
保
全

自
然
緑
地
や
動
植
物
の
保
護

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
啓

発
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
苦
情
処
理
対
策
を
強
化

し
、
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
す
。

②
生
活
環
境
の
整
備

①
住
宅
公
的
住
宅
の
供
給
に
努
め
る

と
と
も
に
、
民
間
住
宅
の
規
制
・

誘
導
や
既
成
市
街
地
の
再
整
備

を
図
り
ま
す
。

②
住
宅
周
辺
の
環
境
整
備

適
正
な
空
き
地
の
管
理
を
指

導
す
る
と
と
も
に
、
害
虫
な
ど

の
防
除
に
努
め
ま
す
。

③
都
市
清
掃

ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
は
、
一

般
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
に
努
め
る
と
と
も
に

市
内
美
化
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

し
尿
処
理
に
っ
い
て
は
、
収

集
処
理
体
制
の
整
備
と
浄
化
槽

対
策
に
努
め
ま
す
。

④
斎
場
・
墓
地

斎
場
の
適
正
な
維
持
・
管
理

と
、
墓
地
公
園
の
建
設
に
よ
る

墓
地
供
給
を
推
進
し
ま
す
。

7快適

で便利

な都市

をめざ

して

川
土
地
利
用

①
土
地
利
用
計
画

〈
住
宅
地
〉

環
境
が
良
好
で
低
密
度
の
住

宅
地
を
全
体
の
基
調
と
し
た
、

健
全
な
土
地
利
用
を
図
り
ま
尤

〈
商
業
・
業
務
地
〉

拠
点
地
区
の
面
的
再
整
備
を

中
心
に
近
代
化
を
推
進
し
ま
尤

〈
工
業
地
〉

工
業
立
地
密
度
が
高
い
地
区

は
現
状
を
維
持
し
ま
す
が
。
そ

の
他
の
地
区
で
は
一
部
縮
小
に

っ
い
て
も
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

〈
工
業
・
流
通
業
務
地
》

新
た
な
工
業
の
育
成
と
工
業

及
び
流
通
業
務
の
複
合
化
に
よ

っ
て
、
産
業
機
能
の
高
付
加
価

値
化
を
目
指
し
ま
す
。

〈
農
業
的
土
地
利
用
〉

巨
椋
池
干
拓
地
の
農
地
は
、

農
用
地
域
と
し
て
一
体
的
に
保

全
し
ま
す
。
そ
の
他
に
つ
い
て

は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
保
全
し
ま
す
。

な
お
、
上
地
利
用
構
想
に
基

づ
き
、
①
都
市
中
枢
地
域
②

歴
史
と
文
化
の
居
住
地
域
③

広
域
的
都
市
機
能
地
域
④
山

間
自
然
地
域
の
詳
細
な
土
地
利

用
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

（
詳
し
く
は
四
面
に
掲
載
）
。

②
拠
点
地
区
の
再
開
発

六
地
蔵
・
宇
治
・
小
倉
・
大

②
都
市
基
盤
施
設
の

整
備

①
ま
ち
づ
く
り
施
策

行
政
・
住
民
・
民
間
が
協
力

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
制
度
を
確
立
し
ま
す
。

②
道
路
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
、
駅

前
広
場
の
整
備
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
う
る
お
い
の
あ
る
道

づ
く
り
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

③
公
共
交
通
体
系

鉄
軌
道
や
バ
ス
路
線
網
の
整

備
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
放

置
自
転
車
対
策
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
建
設
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

④
上
水
道

供
給
能
力
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
水
の
有
効
利
用
を

図
り
ま
す
。

⑤
下
水
道

下
水
道
整
備
五
ヵ
年
計
画
を

策
定
し
、
計
画
的
な
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
河
川
・
下
水
道
（
雨
水
）

雨
水
排
水
整
備
計
画
を
策
定

し
、
河
川
機
能
の
強
化
、
下
水

道
（
雨
水
）
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
水
辺
環
境
の
保

全
に
努
め
ま
す
。

③
高
度
情
報
化
社
会

へ
の
対
応

①
高
度
情
報
化
社
会
へ
心
対

応地
域
情
報
化
推
進
基
本
計
画

を
策
定
し
、
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
を
促
進
し
ま
す
。

基
本
計
画
の
実
現
を

は
か
る
た
め
に

川
市
民
参
加
と

情
報
提
供
の
拡
大

①
広
報
・
広
聴
活
動
心
充
実

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し

た
、
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

②
市
民
参
加
シ
ス
テ
乙
心
確

立市
民
参
加
組
織
の
充
実
・
強

化
を
図
り
ま
す
。

③
情
報
公
開
心
推
進

情
報
公
開
条
例
の
制
定
に
向

け
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策
を
強

化
し
ま
す
。
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田
都
市
中
枢
地
域

宇
治
の
歴
史
と
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
洗
練

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
宇
治
イ

メ
ー
ジ
エ
リ
ア
の
形
成
、
公
共
施
設
の
拡
充
と
連

携
を
図
っ
た
、
都
市
運
営
の
中
枢
に
ふ
さ
わ
し
い

シ
ビ
ッ
ク
ソ
ー
ン
の
形
成
、
植
物
公
園
の
建
設
と

お
茶
の
生
産
や
観
光
振
興
を
連
携
さ
せ
た
、
太
陽

が
丘
周
辺
の
市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

即
歴
史
と
文
化
の
居
住
地
域

住
宅
地
を
基
調
に
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る
土

地
利
用
を
図
り
、
地
域
に
豊
富
に
分
布
す
る
緑
地

や
歴
史
的
資
源
の
整
備
と
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
、
観
光
・
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
整

備
も
図
り
ま
す
。
ま
た
。
北
端
は
、
地
下
鉄
・
Ｊ

Ｒ
・
京
阪
を
結
ぶ
広
域
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
核
に
。
商

業
業
務
機
能
と
都
心
型
住
居
機
能
の
集
積
に
よ
る

広
域
拠
点
と
し
て
フ
ハ
地
蔵
地
域
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

即
広
域
的
都
市
機
能
地
域

広
域
幹
線
道
路
や
鉄
道
の
交
通
利
便
性
を
生
か

し
、
新
た
な
産
業
集
積
地
、
都
市
型
住
宅
地
及
び

地
域
拠
点
を
形
成
す
る
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。

棋
島
新
産
業
ゾ
ー
ン
は
、
先
端
型
の
業
種
導
入

を
想
定
し
た
産
業
基
盤
の
整
備
、
道
路
や
下
水
道

な
ど
の
基
盤
整
備
に
よ
る
操
業
条
件
の
改
善
と
住

工
調
和
の
条
件
整
備
、
職
住
近
接
の
産
業
機
能
と

の
一
体
的
な
住
宅
地
の
整
備
、
市
街
地
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
都
市
型
農
業
振
興
の
た
め
の
農
用

地
の
保
全
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
二
十
四
号
と
府
道
八
幡
宇
治
線
の

交
差
部
分
で
の
西
小
倉
流
通
業
務
地
区
の
形
成
、

近
鉄
小
倉
駅
と
そ
の
周
辺
の
再
整
備
に
よ
る
小
倉

地
域
の
拠
点
整
備
、
南
山
城
の
生
活
文
化
拠
点
と

し
て
の
大
久
保
駅
前
の
市
街
巾
拷
ぼ
発
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

㈲
山
間
自
然
地
域

定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
基

盤
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
自
然
生
態
に

留
意
し
つ
つ
、
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
を
図
り
、

市
街
地
に
接
す
る
尾
根
筋
の
森
林
は
、
景
観
形
成

森
林
と
し
て
保
全
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
各
地
区
の
状
況
に
応
じ
、
お
茶
の

生
産
振
興
、
農
業
の
振
興
、
工
芸
産
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。
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土
地
利
用
計
画

土
地
利
用
構
想
に
基
づ
き
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
た
も
の
で
す

歴史と文化の居

住地域

山間自然地域

都市中枢地域

広域的都市

機能地域

凡例
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